
授業「国語科コミュニケーション教育」では、簡単には理解しにくい国語科の教科
内容（国語科において学ぶことになる「言語の運用の仕方＝方法知」）についてパ
ターンランゲージという手法を用いて可視化する活動を行っています。
パターンランゲージでは、方法知を「言語環境に存在する原因によって生じている

問題を解決する方法」であることがわかるようにカード化することで、“なぜ”その方
法を使うとよいのか、ということが、教えることになる教師にも、学ぶことになる学
習者（児童・生徒）にも理解しやすくなっています。
国語科の教員を目指す学生が受講するこの授業においてパターンランゲージという

手法を学ぶことは、方法知を一部の人だけに専有されるものとせず、誰もが理解し学
ぶことができるものにすることを志行する点で、「質の高い教育をみんなに」を目指
す取り組みとなっています。
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パターンランゲージによる方法知の可視化
－国語科の教科内容をわかりやすく－
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